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植物学者 牧野富太郎博士（高知県佐川町出身）がとりわけ愛したといわれる「バイカオウレン」の花
（P.7「町村の取組」に関連記事あり）　写真提供：高知県立牧野植物園
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高
知
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町
村
長
・
町
村
議
会
議
長
大
会

を
書
面
開
催

第
73
回
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
を
書
面
表
決
審
議

高
知
県
町
村
会
と
高
知

県
町
村
議
会
議
長
会
は
、

「
高
知
県
町
村
長
・
町
村
議

会
議
長
大
会
」
を
書
面
に

よ
り
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
議
会
と

執
行
部
と
い
う
立
場
を
超

え
て
「
地
域
を
元
気
に
す

る
」
と
い
う
強
い
信
念
の

も
と
、
町
村
の
抱
え
る
諸

課
題
に
つ
い
て
審
議
し
、

そ
の
実
現
の
た
め
、
お
互

い
に
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
、
一
体
と
な
っ
た
政
務

活
動
を
積
極
的
に
展
開
す

る
こ
と
を
目
的
に
平
成
23

年
か
ら
開
催
し
、
今
回
で

12
回
目
の
開
催
と
な
る
。

本
来
で
あ
れ
ば
県
内
23

町
村
の
町
村
長
・
町
村
議

会
議
長
が
一
堂
に
会
し
開

催
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大

（
第
６
波
）
の
影
響
を
受
け
、

書
面
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

議
事
内
容
は
、
要
望
事

項
で
あ
る
５
項
目
に
つ
い

て
の
決
議
、
３
項
目
の
特

別
決
議
が
提
出
さ
れ
た
。

表
決
の
結
果
、
提
出
内

容
の
全
て
に
つ
い
て
全
会

一
致
で
決
定
し
た
。

「
地
方
財
政
の
充
実・強
化
」等
８
議
題
を
全
会
一
致
で
決
定

「
令
和
４
年
度
運
営
方
針・予
算・会
費
」全
会
一
致
で
可
決

本県は、雄大な太平洋に抱かれ、緑深い森林に囲まれており、私達に多くの恵みをもたらしてく
れる。

新鮮な海山川の幸で彩られる郷土料理の数々をはじめ、四万十川や仁淀川に代表される清流、黒
潮薫る群青の海のかなたに円弧を描く水平線、今にも手が届きそうな空が広がる四国カルストと
いった自然が織りなす絶景など、沢山の方々に伝えたい魅力があふれている。

この雄大な自然が育んできた自由で気骨のある県民性は現在そして今後、時代の流れを見据えた
先進的な取組を追い求める姿勢に繋がっていくと強く信じるところである。

一方、一昨年来、世界的な新型コロナウイルス感染症の大流行は、我が国においても例外ではな
く、今なお各方面に甚大な影響を及ぼしている。

加えて、県内においては、急速に進展する少子・高齢化や若年層の人口流出、脆弱な財政基盤、
基幹産業である農林水産業の衰退など、多くの課題を抱えており、我々町村は、これらの解決に向
け真正面から強い覚悟をもって懸命に取組を続けている。

この非常に困難な状況を打開すべく、国と地方は「地方の再生なくして日本の再生なし」という
強い信念を持ち、地方独自の創意工夫や国・地方の緊密な連携のもと、第２期「まち・ひと・しご
と創生総合戦略」の確実な実行に向け、住民生活の質の向上や産業等の生産性向上、更には Socie
ty5.0 の実現に向けた技術の活用や持続可能な開発目標である SDGs を原動力とした地方創生の推
進など、総力を挙げて取組むことが重要である。

我々 23 町村の町村長と議長は、人々が地域に誇りを持ち、希望と活力に満ち溢れた社会を実現
するため、決意も新たに、持てる限りの英知と努力を傾注することをここに誓うものである。

以上、宣言する。
令和 4 年 3 月 7 日　　高知県町村長・町村議会議長大会

宣 言

全国町村議会議長会表彰

≪決議≫
〇地方財政を充実・強化すること
〇農林水産業の振興対策及び農山

漁村の活性化対策を強化するこ
と

〇南海トラフ地震対策及び防災・
減災対策を推進すること

〇医療・福祉施策を充実・強化す
ること

〇交通基盤等インフラ整備を促進
すること

≪特別決議≫
〇参議院選挙の合区の見直しに関

する特別決議
〇新型コロナウイルス感染症対策

に関する特別決議
〇地方創生の更なる推進に向けて

の特別決議

令
和
４
年
２
月
22
日
、

高
知
県
自
治
会
館
に
お
い

て
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第

73
回
高
知
県
町
村
議
会
議

長
会
定
期
総
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
考
慮
し
、
一
堂

に
会
し
て
の
開
催
は
取
り

や
め
、
書
面
に
よ
る
開
催

方
法
に
変
更
し
て
実
施
し

た
。書

面
表
決
審
議
の
結
果
、

県
内
22
町
村
の
町
村
議
会

議
長
22
名
（
当
会
会
長
を

除
く
）
か
ら
回
答
を
得
て
、

当
会
令
和
４
年
度
の
運
営

方
針
案
、
予
算
案
及
び
会

費
分
担
案
を
全
会
一
致
で

可
決
し
た
。（
議
決
日
は

令
和
４
年
３
月
７
日
）

な
お
、
例
年
、
当
会
定

期
総
会
時
に
執
り
行
っ
て

い
る
全
国
町
村
議
会
議
長

会
表
彰
の
伝
達
式
も
取
り

や
め
た
こ
と
か
ら
、
被
表

彰
者
及
び
被
表
彰
町
村
に

対
し
て
表
彰
状
及
び
記
念

品
を
送
付
し
伝
達
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
当
会
会
長
交
代
年
度

に
行
う
当
会
前
会
長
に
対

す
る
感
謝
状
及
び
記
念
品

の
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
当

会
会
長
室
に
お
い
て
、
中

城
重
則
会
長
か
ら
岩
垣
實

男
前
会
長
に
贈
呈
し
た
。

○報告
　①過去一年間の会務報告　②役員異動報告
○議案
　・運営方針議案

　それぞれの地域住民が生活の豊かさを実感し、より活力ある個性豊かな分権型社会を
実現していくためには、民意を反映する町村議会の役割は、ますます重要性を増している。
　このため、このような認識のもとに、国の施策・時代の動向等を的確に把握するとと
もに、関係諸団体との連絡協調を密にし、議会活動の一層の活性化と会務の円滑な遂行
を図り、地方自治の振興発展に寄与することを基本に、１諸会議の実施、２政務資料等
各種情報の提供、３研修事業の実施、４要望事項の実現運動を事業計画の柱とする。

　・予算議案
　歳入歳出予算総額 17,987 千円を計上、うち歳出については、会議費が 496 千円、人
件費等総務費が 10,842 千円、政務活動等を行う実行運動費が 2,535 千円、研修費、研
究調査費その他経費 4,114 千円に決定した。

　・会費分担議案
　令和３年度会費総額から 600 千円増額し 9,300 千円に決定した。
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▲中城会長（左）から岩垣前会長（右）へ感謝状を贈呈
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　この度の町長選挙におきまして、町民の皆様のご支
援とご厚情を賜り、町長に就任させていただきました。
町民の皆様の命と暮らしを守る、その責務の重大さに
身の引き締まる思いです。
　町民の皆様と情報を共有し対話を重ね、それを行政
に反映していく、住民主役のまちづくりを肝に銘じ、
本山町を誇りに思える、元気と希望の持てるまちづく
りに取り組んでまいります。皆様方のご指導とご鞭撻
をよろしくお願いいたします。

この度、中土佐町民の皆様のご支援により、5 期
目の町政を担わせていただくこととなりました。本
町の大きな行政課題である地震津波をはじめとする
自然災害への対策は、役場、消防、久礼保育所の高
台移転が完了し一定の施設整備ができました。こ
れからは、人口減少対策と産業振興対策に重点を置
き官民一体となって取り組んでいく決意です。ま
た、猛威を振るっているコロナ対策は焦眉の急であ
り、愛する地元はもとより高知県を守るためにも県
及び市町村が一致団結して対応しなければなりませ
ん。そのためにも、これまでの経験をもとに皆様の
ご指導を仰ぎながら全力で頑張りますので、今後と
もよろしくお願いいたします。

当選首長の紹介

本山町長

澤
さわだ

田 和
かずひろ

廣  氏（62）

中土佐町長

池
いけだ

田 洋
ひろみつ

光  氏（67）

ご挨拶

ご挨拶

【経歴】【経歴】
嶺北高校卒嶺北高校卒
昭和 53 年 4 月	 本山町役場入り昭和 53 年 4 月	 本山町役場入り
議会事務局長、総務課長を歴任議会事務局長、総務課長を歴任
平成 27 年 3 月	 本山町役場退職平成 27 年 3 月	 本山町役場退職
平成 27 年 4 月	 宮城県石巻市役所入り平成 27 年 4 月	 宮城県石巻市役所入り
令和 2 年  3 月	 宮城県石巻市役所退職令和 2 年  3 月	 宮城県石巻市役所退職
令和 3 年 12 月	 本山町長 就任令和 3 年 12 月	 本山町長 就任
現在に至る現在に至る

　昨年末の選挙におきまして、三期目も村政のリーダー
として就任させていただく事ができ、心新たに村政発
展のため精進する決意でございます。
　これまで２期８年取り組んできたハード面、ソフト
面などの促進、ウィズコロナの中での『時代の流れに
即した村政』をスローガンに掲げ、皆様がより暮らし
やすい村づくりを目指します。

三原村長

田
たの

野 正
まさとし

利  氏（73）

ご挨拶

【経歴】【経歴】
愛媛県自動車学校整備科卒愛媛県自動車学校整備科卒
平成 16 年 6 月	 三原村商工会会長平成 16 年 6 月	 三原村商工会会長
平成 17 年12月	平成 17 年12月	 アリーナ幡多西南代表取締役アリーナ幡多西南代表取締役
平成 22 年 6 月	 三原村森林組合長平成 22 年 6 月	 三原村森林組合長
平成 25年12月	 三原村長 就任平成 25年12月	 三原村長 就任
令和 3 年 12 月	 三原村長 再選（3 期目）令和 3 年 12 月	 三原村長 再選（3 期目）
現在に至る現在に至る

ひさと

この度の町長選挙で再選いただきました。町民の
皆さんが誇りと自信を持って、心豊かに暮らせる町
づくりにむけて、「つなぐ」、「グルグル」、「ワクワク」
をキーワードに、18 年間を通した教育の充実、観光
産業の育成、移住定住対策など、今の暮らしを守り
ながら、未来に向けて繋げていけるよう取り組みま
すので、ご指導いただきますようよろしくお願いし
ます。

梼原町長

吉
よしだ

田 尚人  氏（62）

ご挨拶

【経歴】【経歴】
明治大学法学部卒明治大学法学部卒
昭和 58 年 4 月	 梼原町役場入り昭和 58 年 4 月	 梼原町役場入り
財政係長、総務課長補佐を歴任財政係長、総務課長補佐を歴任
平成 14 年 3 月	 四万川郵便局長 就任平成 14 年 3 月	 四万川郵便局長 就任
平成 22 年 2 月	 梼原町副町長 就任平成 22 年 2 月	 梼原町副町長 就任
平成 29年12月	 梼原町長 就任平成 29年12月	 梼原町長 就任
令和 3 年 12 月	 梼原町長 再任（2 期目）令和 3 年 12 月	 梼原町長 再任（2 期目）
現在に至る現在に至る

【経歴】【経歴】
京都産業大学経営学部卒京都産業大学経営学部卒
平成  3 年 4 月	 中土佐町議会議員（４期連続）平成  3 年 4 月	 中土佐町議会議員（４期連続）
平成 18 年 2 月	 中土佐町長 就任平成 18 年 2 月	 中土佐町長 就任
平成 29年平成 29年 2  2 月	 高知県町村会会長（２期連続）月	 高知県町村会会長（２期連続）
平成 29 年平成 29 年 7  7 月	 全国町村会副会長（１期）月	 全国町村会副会長（１期）
令和  4 年 2 月	 中土佐町長 再任（5 期目）令和  4 年 2 月	 中土佐町長 再任（5 期目）
現在に至る現在に至る
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若
藤　

敏
久
（
74
）
無
現

　
●
中
土
佐
町

　
（
任
期 

Ｒ
４
・
２
・５
～
）

　

岡　

伊
三
男
（
74
）
無
現

　

金
子　

裕
之
（
48
）
無
新

　

窪
田　

和
教
（
70
）
共
現

　

佐
竹　

敏
彦
（
70
）
無
現

　

下
元　

道
夫
（
70
）
無
現

　

下
元　

良
之
（
65
）
無
新

　

高
橋　

雄
造
（
72
）
無
現

◎
中
城　

重
則
（
72
）
無
現

　

中
野　

大
地
（
40
）
無
新

　

濵
田　

和
昭
（
49
）
無
新

○
福
永　

守
恭
（
67
）
無
現

　

山
本   

建
生
（
75
）
無
現
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高
知
県
町
村
会

定
例
会
開
催

○議案

議案第１号　高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び高知
県市町村総合事務組合規約の変更

議案第２号　高知県市町村総合事務組合から津野山広域事務組合が脱退することに伴
う財産処分

議案第３号　高知県市町村総合事務組合から幡多中央環境施設組合が脱退することに
伴う財産処分
　当組合の構成団体である津野山広域事務組合及び幡多中央環境施設組
合が、高知県市町村総合事務組合退職手当条例の対象となる職員がいな
くなったことから、令和４年４月１日から当組合を脱退する旨の届出が
あったことに伴う規約の変更並びに脱退に伴う財産処分について、地方
自治法第 290 条の規定に基づき、議会の議決を求めるもの	

議案第４号　高知県市町村総合事務組合負担金条例の一部を改正する条例
　本議案は、退職手当制度を維持していくための総合的な検討を行って
きた高知県市町村総合事務組合退職手当問題検討委員会から令和４年１月
に提出された報告書に従い、一般職常勤職員に係る一般負担金の負担金
率を 1000 分の 190 から 1000 分の 100 に、フルタイムの会計年度任
用職員に係る一般負担金の負担金率を 1000 分の 190 から 1000 分の
90 に引き下げ、これら負担金率の引き下げに伴い累積収支差額が赤字の
団体については、赤字額が増大することが予測されることから、当該団
体の申し出により、当組合との協議により定めた割合を加えた額を一般
負担金として納付することができるよう改正を行うもの

議案第５号　令和４年度高知県市町村総合事務組合一般会計予算
議案第６号　令和４年度高知県市町村総合事務組合交通災害共済事業特別会計予算

高知県市町村総合事務組合（管理者 戸梶眞幸 日高村長）は、さる２月 22 日、高知県自
治会館において第 47 回議会定例会を開催した。

昨年８月の定例会以降に新たに議員となった片岡雄司 佐川町長を紹介し、戸梶管理者が
開会の挨拶を行ったあと議案の審議に移った。

当日提出された議案は、次のとおり。いずれも原案どおり可決された。

高知県町村会は、令和 3 年度第 2 回定例会を書面により開催した。
本来であれば県内 23 町村の町村長が一堂に会し開催する予定であったが、新型コロナウ

イルス感染症の急拡大（第 6 波）の影響を受け、書面での開催となった。
議事内容は、令和 4 年度一般会計予算を含む 4 議案が書面審議で行われ、全ての議案が原

案通り可決された。

○議案

第１号　令和 4 年度高知県町村会事業計画（案）
第２号　令和 4 年度高知県町村会会費の総額及びその割り当て方法（案）
第３号　令和 4 年度高知県町村会一般会計予算（案）
第４号　令和 4 年度高知県町村会受託事業特別会計予算（案）

●牧野公園
高知県高岡郡佐川町甲 2458
1920 年に牧野富太郎が東京より「ソメイヨシノ」の
苗を佐川町に送り、地元の有志たちが青源寺の土手な
どに植えたことにはじまる。

●牧野富太郎ふるさと館
高知県高岡郡佐川町甲 1485
牧野富太郎の生家跡地に建つ資料館。
博士の遺品や直筆の手紙、原稿等を展示している。

●横倉山自然の森博物館
高知県高岡郡越知町越知丙 737 番地 12
牧野富太郎が愛した珍しい植物や、横倉山で見つかっ
た化石、そして地球の歴史を学ぶことができる博物館。
常設展「牧野富太郎と横倉山」等の展示あり。

●高知県立牧野植物園
高知県高知市五台山 4200-6
牧野富太郎博士の業績を顕彰する施設で、博士ゆかり
の野生植物など 3,000 種類以上が四季を彩る。

総合事務組合

写真提供 高知県立牧野植物園
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牧
野
富
太
郎
博
士
が
モ
デ
ル
の
朝
ド
ラ
決
定
!!

町村の取組

第
47
回
議
会
定
例
会
開
催

令
和
4
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
全
6
議
案
に
つ
い
て
審
議

『らんまん』

放送決定！

2023年前
期

朝の連続テ
レビ小説

高
知
県
佐
川
町
出
身
の
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎
博
士
を
モ
デ
ル
に
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
（
２
０
２
３
年
度
前
期
）
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
!!

牧
ま き

野
の

富
と み

太
た

郎
ろ う

（1862-1957）

明治〜昭和期の植物学者。
現在の高知県高岡郡佐川町
生まれ。

独学で植物学を学び、日本
人として国内で初めて新種
に学名をつけた。
新種や新品種など約 1500
種類以上の植物を命名し、
収集した標本は 40 万点と
いわれ、日本産植物の分類
の基礎を築いた。
1951年第 1 回文化功労者
となり、死後1957 年文化
勲章受章。

牧野富太郎博士とは？牧野富太郎博士ゆかりの地
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全国町村等職員

任意
医療保険
【総合医療保険（団体型）】

新型コロナウイルス感染症に
ついても対応！

任意医療保険 ご案内ムービー
右記を携帯電話・スマートフォ
ン等で読込み、アクセスしてく

）すまりかかが料信通（。いさだ

全国町村等職員

任意
生命保険
【団体定期保険】

新型コロナウイルス感染症に
ついても対応！

任意生命保険 ご案内ムービー
右記を携帯電話・スマートフォ
ン等で読込み、アクセスしてく

）すまりかかが料信通（。いさだ

任意共済
春の新規加入の

ご案内

令和4年
7月1日

加入日（効力発生日）

令和4年
4月28日（木）

申込締切日

団体割引によるお得な保険料や、付帯サービス「Nコンシェルジュ」等

魅力がたくさん！　ぜひご加入ください!!

Ｎ-コンシェルジュのご案内

健康管理から趣味に至るまで
豊富なメニューをご用意

任意生命保険・任意医療保険に
ご加入の方のみの特典です

全国町村等職員

任意収入
補償保険

【団体長期障害所得補償保険（GLTD）】

お申込みは
WEBで！

G L T D ご案内ムービー
右記を携帯電話・スマートフォ
ン等で読込み、アクセスしてく

）すまりかかが料信通（。いさだ

加入希望の方は
右記ＱＲコードから
アクセスください。

令和4年度全国の町村等職員のみなさまへ

全国町村会・都道府県町村会

Ｎ-コンシェルジュのご案内

任意生命保険のみ・任意医療保険のみのご加入も可能です。


